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研究成果の概要（和文）： 
 四国中央部の三波川高圧型変成帯を広域マッピングした。マッピングは、大歩危砂質片岩、
緑泥石帯主要部、緑泥石帯 Lテクトナイト、ガーネット帯、アルバイト−黒雲母帯、オリゴクレ
ース−黒雲母帯に、帯区分して行った。その他、砂質片岩、石灰質片岩、ピーモンタイト珪質片
岩、マフィック片岩、アンフィボライト、エクロジャイト、変成超塩基性岩の特徴的な岩相を
独立にマッピングした。エクスヒューメイションはデタッチメント断層を伴うウェッジエクス
トルージョンに始まり、アウトオブシークエンススラスト（OST）とデュープレックスに引き継
がれ、最終的に正立褶曲に装飾されている。中央構造線は三波川変成岩のルートである。エク
ロジャイトは御荷鉾オフィオライトのメタモルフィックソール由来と思われる。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 The Sambagawa high P/T metamorphic zone, central Shikoku, is reginally mapped. Mapping 
is based on dividing metamorphic mineral zones into the Oboke psammitic schist, main 
chrolite, chlorite L tectonite, garnet, albite-biotite, and oligoclase- biotite zones. 
Additionary, characteristic lithologies of psammitic schist, calcareous schist, 
piemontite siliceous schist, mafic schist, amphibolite, eclogite, metamorphosed 
ultramafic rocksare are also mapped. Exhumation was carried out by wedge extrusion 
associated with detachment faulting, followed by out-of-sequence thrusting associated 
with duplexiing, and then uplight folding. The Median Tectonic Line should be a root of 
the Sambagawa metamorphic rocks. Eclogite might have been derived from the Mikabu 
ophiolite. 
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１．研究開始当初の背景 
 三波川帯の逆転温度構造はウェッジエク
ストルージョンによることを、2007 年の論文
で明らかに下が、Wallis は依然、横臥褶曲を
想定していた。どちらが正しいかは、精密か
つ広域のマッピングで明らかになることが
期待させた。結果はエクストルージョンに加
えて、OST やデュープレックスがエクスヒュ
ーメイションの構成要素であることが明ら
かになった。横臥褶曲は観察されなかった。 
 
２．研究の目的 

 地球深部で形成された変成岩が地表にも
たらされる理由は、造山運動の本質とも関
連した地球科学の未解明の問題の１つであ
る。本研究は、沈み込み帯で形成された高
圧型変成帯として著名な四国中央部の三波
川変成帯を調査・研究対象として、三波川
変成岩が現実に地表で観察される理由を解
明する。 
 四国三波川帯において、汗見川をレファレ
ンスとして、脆性的なデタッチメント断層に
より、変成岩のエクスヒューメイションをも
たらしたエクストルージョンウェッジとい
う地質構造を、側方のエクロジャイト分布域
を含めて追跡し、全域で認定することにある。
また、断層構成岩としてのアクチノライト片
岩・原岩である蛇紋岩の起源や定置理由を明
らかにして、三波川変成作用との関連を探る。
さらに、エクストルージョンウェッジに至る
までの、プレート沈み込みに伴って引き起こ
されるコーナーフローによって、原岩が被っ
た複雑な変成・変形史をも、エクロジャイト
を含めて明らかにする。三波川帯では、沈み
込みからエクスヒューメイションに至る変
形構造が良好に保存されているが、この検討
は原岩の付加プロセスを実証、また新たな付
加モデルを提唱できることを意味している。 
 
３．研究の方法 
 高度変成岩のみならず、大歩危砂質片岩分
布域を含む広域地質調査を行った。現地調査
が主要な手法である。 
 大量の定方位薄片を作成し、検鏡した。
EPMA 分析も行った。 
 全域の地質図を作成し、出版した。 
 
４．研究成果 
 成果報告書として、愛媛県総合科学博物館
から、四国中央部三波川変成帯の地質，7.5
万分の 1カラー地質図付きを出版した。この
地質図は今後の三波川帯研究においての基
礎資料となり、指標図として引用されること
が期待される。地質図出版が第一の成果であ
る。 
 以下の原稿を作成し、Wakabayashi の英文
修正後，国際誌に投稿予定である．Wedge 

extrusion followed by out-of-sequence 
thrusting and duplexing, and solving 
knocker problem, the Sambagawa HP-LT 
schist, Japan。成果の詳細はこれを参照さ
れたい。 
 デタッチメント断層やOSTは巨大地震の震
源断層であったかも知れない。しかし、海溝
型の地震断層よりは浅部の構造で、それとは
明らかに異なる。 
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